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(57)【要約】
【課題】　ロードコーンを装飾するためのものであって
、かつ、ロードコーンに取り付ける作業が容易なロード
コーン装飾シートを提供する。
【解決手段】　ロードコーンに底部開口から被せること
でロードコーンの側周に被着してロードコーンをその円
錐面にて装飾するための略円錐状のロードコーン装飾シ
ートであって、非被着時に平面的に折りたたむために前
記円錐面の稜線に少なくとも２本の折りたたみ線を設け
、開口底面をなす下端縁は前記折りたたみ線を用いて折
りたたまれている時に下端縁の一方と下端縁の他方とは
相互に重ならないように形成されているロードコーン装
飾シートを開発した。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ロードコーンに底部開口から被せることでロードコーンの側周に被着してロードコーン
をその円錐面にて装飾するための略円錐状のロードコーン装飾シートであって、
　非被着時に平面的に折りたたむために前記円錐面の稜線に少なくとも２本の折りたたみ
線を設け、開口底面をなす下端縁は前記折りたたみ線を用いて折りたたまれている時に下
端縁の一方と下端縁の他方とは相互に重ならないように形成されているロードコーン装飾
シート。
【請求項２】
　前記円錐面にはロードコーン装飾シートをロードコーンに被せる際にロードコーンとロ
ードコーン装飾シートとの間に挟まれる空気を逃すための穴が開いている請求項１に記載
のロードコーン装飾シート。
【請求項３】
　頂部は開口である請求項１又は２に記載のロードコーン装飾シート。
【請求項４】
　前記折りたたみ線は、自身を構成する複数のシートの接続線である請求項１から３のい
ずれか一に記載のロードコーン装飾シート。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、ロードコーン装飾シートに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
一般に、道路や工事現場などの規制や区分けを目的として置かれる高さ約７０ｃｍ前後の
円錐形の保安器具であるロードコーンが知られている。
【０００３】
ロードコーンは、例えばマラソンの際の道路規制を目的として置かれる場合、置かれるロ
ードコーンの数が膨大となる。このロードコーンの色や模様は、通常、赤一色であるが、
この色や模様について装飾を施すことができれば、ロードコーンを用いて広告宣伝などを
行うことができる。マラソンなどの量の膨大さからすれば、その広告宣伝効果は大きい。
【０００４】
そこで、ロードコーンに装飾を施すための工夫が望まれる。ロードコーンに装飾を施すた
めの工夫が開示されているものとして、特許文献１が挙げられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０００－２０４５２４
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
特許文献１においては、略扇型の耐水性のシートに伝達事項・広告等の内容を表示し、こ
の表示面を外側にして円筒に形成し、これをロードコーンに被せるという工夫が開示され
ている（請求項４）。
【０００７】
しかし、前記のように膨大な量のロードコーンを用いる場合には、被せて取り付ける作業
に膨大な人件費及び時間などのコストを費やすことが前提となっていた。取り付けるのが
容易になれば、作業にかかる人件費や時間などのコストを削減できる。
【０００８】
そこで、本発明においては、ロードコーンを装飾するためのものであって、かつ、ロード
コーンに取り付ける作業が容易なロードコーン装飾シートを提供することを目的とするも
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のである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
そのような目的を達成するため、本発明は、ロードコーンに底部開口から被せることでロ
ードコーンの側周に被着してロードコーンをその円錐面にて装飾するための略円錐状のロ
ードコーン装飾シートであって、非被着時に平面的に折りたたむために前記円錐面の稜線
に少なくとも２本の折りたたみ線を設け、開口底面をなす下端縁は前記折りたたみ線を用
いて折りたたまれている時に下端縁の一方と下端縁の他方とは相互に重ならないように形
成されているロードコーン装飾シートを開発した。
【００１０】
次に、本発明は、前記特徴に加えて、前記円錐面にはロードコーン装飾シートをロードコ
ーンに被せる際にロードコーンとロードコーン装飾シートとの間に挟まれる空気を逃すた
めの穴が開いていることを特徴とするロードコーン装飾シートを開発した。
【００１１】
また、本発明は、前記特徴に加えて、頂部が開口であることを特徴とするロードコーン装
飾シートを開発した。
【００１２】
最後に、本発明は、さらに、前記折りたたみ線が、自身を構成する複数のシートの接続線
であることを特徴とするロードコーン装飾シートを開発した。
【発明の効果】
【００１３】
本発明のロードコーン装飾シートによれば、ロードコーンを装飾するためのものであって
、かつ、ロードコーンに取り付ける作業が容易なものを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明におけるロードコーン装飾シートが広げられた状態の一例を示す図
【図２】ロードコーンの形状の具体例を示す図
【図３】本発明におけるロードコーン装飾シートを被着したロードコーンを示す図
【図４】底部が直線であるロードコーン装飾シートを示す図
【図５】底部が若干の丸みを帯びているロードコーン装飾シートを示す図
【図６】頂部が開口であるロードコーン装飾シートを示す図
【図７】開口底面を広げる際に力を加える方向の一例を矢印で示した図
【図８】２枚のシートの熱溶着によって円錐形状のロードコーン装飾シートを製造する場
合の２枚のシートの一例を示す図
【図９】２枚のシートの熱溶着によって円錐台形状のロードコーン装飾シートを製造する
場合の２枚のシートの一例を示す図
【図１０】頂部に開口がなく、かつ、空気を逃がすための空気穴が存在しないロードコー
ン装飾シートを用いた場合の空気の流れを矢印で示した図
【図１１】空気を逃がすための空気穴が存在するロードコーン装飾シートを示す図
【図１２】空気を逃がすための空気穴が存在するロードコーン装飾シートを用いた場合の
空気の流れを矢印で示した図
【図１３】頂部開口であるロードコーン装飾シートを用いた場合の空気の流れを矢印で示
した図
【図１４】錘を置いたロードコーンを示す図
【図１５】底部に切れ目が入っているロードコーン装飾シートを示す図
【図１６】底部に切れ目が入っているロードコーン装飾シートをロードコーンに被着して
、錘を置いた場合の断面図
【００１５】
以下、本発明の実施形態について、図を用いて説明する。以下の説明は、実施例１は請求
項１、３及び４に、実施例２は請求項２及び３に、それぞれ対応する。なお、本発明の内
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容は、以下の実施例にのみ限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲内に
おいて種々変更を加え得る。
【実施例１】
【００１６】
＜概要＞
本実施例の発明は、ロードコーンをその円錐面にて装飾するための略円錐状のロードコー
ン装飾シートであって、ロードコーンに取り付ける作業を容易にするため、開口底面をな
す下端縁は折りたたみ線で折った時に下端縁の一方と下端縁の他方とは相互に重ならない
ように形成されているロードコーン装飾シートである。
【００１７】
図１は、本発明におけるロードコーン装飾シートが広げられた状態の一例を示す図である
。ロードコーン装飾シート（０１０１）は、頂部（０１０２）と底部（０１０３）を有し
、折りたたみ線（０１０４）が設けられており、全体として略円錐状である。
【００１８】
図２は、ロードコーンの形状の具体例を示す図である。ロードコーン装飾シートを被着す
る対象となるロードコーンは、例えば、（ａ）のように高さが高いロードコーンであって
も良いし、（ｂ）のように高さが低いロードコーンであっても良いし、（ｃ）のように表
示器具が取り付けられているロードコーンであっても良い。
【００１９】
図３は、本発明におけるロードコーン装飾シートを被着したロードコーンを示す図である
。「○×化粧品」などと記載されたロードコーン装飾シート（０３０１）をロードコーン
に被着させることにより、円錐面にて装飾されたロードコーン（０３０２）を提供するこ
とができる。
【００２０】
本発明において、ロードコーン装飾シートをロードコーンに被せて使用することになるの
で、被せるための開口を有していることが必要になる。そのため、本発明におけるロード
コーン装飾シートは、底部開口を有している。このようにして、ロードコーンに対してロ
ードコーン装飾シートを底部開口から被せることでロードコーンの側周に被着してロード
コーンをその円錐面にて装飾することができる。
【００２１】
次に、ロードコーン装飾シートの形状は、ロードコーンに被着時にロードコーンに適合し
た形状であることが望ましい。ロードコーンは、通常、円錐形状である。そのため、円錐
形状に適合するためには、ロードコーン装飾シートは、広げた際に円錐状の空間を形成す
るような形状であることが望ましい。具体的には、ロードコーン装飾シートは、中空の略
円錐状であることが望ましい。中空の略円錐状とは、例えば、円錐形状であっても良いし
、円錐台形状であっても良いが、折りたたみ線を用いて折りたたまれている時、開口底面
をなす下端縁の一方と下端縁の他方とは相互に重ならないように形成されていることとの
関係で図９のように底面部分に段差ができるのが通常なので、そのような形状も略円錐状
に含まれるものとする。
【００２２】
また、折りたたみ線で折った時、底部は、直線であっても良いし、頂部からの長さが均一
になるように若干の丸みを帯びていても良い。
【００２３】
図４は、底部が直線であるロードコーン装飾シートを示す図である。ロードコーン装飾シ
ート（０４０１）は、頂部（０４０２）と底部（０４０３）を有しており、その底部は直
線である。そして、その底部をなす下端縁の一方と下端縁の他方とは、少しズラして配置
されており（０４０４）相互に重ならないように形成されている。
【００２４】
他方、図５は、底部が若干の丸みを帯びているロードコーン装飾シートを示す図である。
ロードコーン装飾シート（０５０１）は、頂部（０５０２）と底部（０５０３）を有して
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おり、その底部は丸みを帯びている。そして、その底部をなす下端縁の一方と下端縁の他
方とは、少しズラして配置されており（０５０４）相互に重ならないように形成されてい
る。
【００２５】
さらに、ロードコーンの形状として、図２の（ｃ）のような表示器具が取り付けられたロ
ードコーンの場合には、ロードコーンにロードコーン装飾シートを被着させるためには、
ロードコーン装飾シートの頂部が開口であることが必要になる。図６は、頂部が開口であ
るロードコーン装飾シートを示す図である。ロードコーン装飾シート（０６０１）は、頂
部（０６０２）と底部（０６０３）を有しており、頂部（０６０２）は開口である。これ
により、ロードコーンと一体となっている表示器具が邪魔にならずにロードコーンにロー
ドコーン装飾シートを被着させることができる。
【００２６】
次に、本発明におけるロードコーン装飾シートは、大量のロードコーンに対して被せるこ
とが想定されるので、一度に大量の運搬を実現できるものであることが望ましい。具体的
には、非被着時に平面的に折りたためる構造であることが望ましい。非被着時に平面的に
折りたたむことを容易にするため、円錐面の稜線に少なくとも２本の折りたたみ線を設け
ることが考えられる。その折りたたみ線で折ることによって、ロードコーン装飾シートは
、平面的に折りたたむことができ、一度に大量に運搬することが可能となる。ここにおけ
る「稜線」とは、折りたたみ線で折った時に三角形の斜辺となる部分である。
【００２７】
次に、本発明におけるロードコーン装飾シートは、ロードコーンに取り付ける作業が容易
なものであることが必要になる。そのため、ロードコーンに取り付け易い工夫が施されて
いることが望ましい。そこで、稜線の折りたたみ線を用いて折りたたまれている時、開口
底面をなす下端縁の一方と下端縁の他方とは相互に重ならないように形成されている。
【００２８】
下端縁の部分は切り取った際の影響で荒れているのが通常であり、下端縁の一方と下端縁
の他方とが重なっていると摩擦力により下端縁同士が離れにくくなる。これに対して、下
端縁の一方と下端縁の他方とが相互に重なっていなければ、摩擦力の軽減することができ
、下端縁同士が離れやすくなる。そのため、折りたたみ線を用いて折りたたまれている時
、開口底面をなす下端縁の一方と下端縁の他方とは相互に重ならないように形成されてい
ることは、摩擦力との関係で離れやすくなり、ロードコーン装飾シートを広げやすくなる
という点において望ましい。
【００２９】
折りたたみ線を用いて折りたたまれている時、開口底面をなす下端縁の一方と下端縁の他
方とは相互に重ならないように形成することとの関係で、折りたたみ線は、その線によっ
て折りたたんだ時に、円錐形状のロードコーン装飾シートの場合には三角形の斜辺になる
部分に、円錐台形状のロードコーン装飾シートの場合には台形の斜辺になる部分に設けら
れている必要がある。
【００３０】
折りたたみ線を用いて折りたたまれている時、開口底面をなす下端縁の一方と下端縁の他
方とは相互に重ならないように形成されていれば、例えば、ロードコーン装飾シートを広
げるときには、底面に対して垂直方向に力を加えても容易に広げることができるし、底面
に対して斜め方向に力を加えても容易に広げることができる。
【００３１】
図７は、開口底面を広げる際に力を加える方向の一例を矢印で示した図である。底面に対
して垂直方向に力を加えても容易に広げることができるし、底面に対して斜め方向に力を
加えても容易に広げることができる。
【００３２】
このようなロードコーン装飾シートは、円錐形状のものについては、傾斜角度が同じであ
り高さの異なる三角形の２枚のシートを用意して、斜辺同士を熱溶着して製造する方法が
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考えられる。また、円錐台形状のものについては、傾斜角度が同じであり高さの異なる三
角形の２枚のシートを用意して、斜辺同士を熱溶着して製造する方法が考えられる。そう
すると、稜線に存在する２本の折りたたみ線は、ロードコーン装飾シートを構成する複数
のシートの接続線によって形成されることになる。そして、製造されたロードコーン装飾
シートは、中空でかつ切れ目がない略円錐状となる。
【００３３】
図８は、２枚のシートの熱溶着によって円錐形状のロードコーン装飾シートを製造する場
合の２枚のシートの一例を示す図である。２枚のシートは、いずれも形状としては三角形
であり、角度も「Θ」で共通である。もっとも、高さについては、一方の高さ「Ｌ１」よ
りも、他方の高さ「Ｌ２」の方が高い。この両者の斜辺同士を熱溶着させることによって
、本発明における円錐形状のロードコーン装飾シートを製造することができる。
【００３４】
図９は、２枚のシートの熱溶着によって円錐台形状のロードコーン装飾シートを製造する
場合の２枚のシートの一例を示す図である。２枚のシートは、いずれも形状としては台形
であり、角度も共通である。もっとも、高さについては、一方の高さ「Ｌ１」よりも、他
方の高さ「Ｌ２」の方が高い。この両者の斜辺同士を熱溶着させることによって、本発明
における円錐台形状のロードコーン装飾シートを製造することができる。
【００３５】
以上のようなロードコーン装飾シートによれば、ロードコーンを装飾するためのものであ
って、かつ、ロードコーンに取り付ける作業が容易となる。
【実施例２】
【００３６】
＜概要＞
本実施例の発明は、実施例１の特徴に加えて、ロードコーン装飾シートをロードコーンに
被せる際に、ロードコーンとロードコーン装飾シートとの間に挟まれる空気を逃すための
工夫が施されているロードコーン装飾シートである。具体的には、ロードコーン装飾シー
トに穴が開いている又は頂部が開口であるという特徴を有している。
【００３７】
ロードコーン装飾シートが、頂部に開口がなく、かつ、空気を逃がすための空気穴が存在
しないとすれば、空気抵抗が強くなり、被着がスムーズにいかない。図１０は、頂部に開
口がなく、かつ、空気を逃がすための空気穴が存在しないロードコーン装飾シートを用い
た場合の空気の流れを矢印で示した図である。ロードコーン（１００１）に対して頂部（
１００３）に開口がなくて空気穴も存在しないロードコーン装飾シート（１００２）を被
せる際、空気は、ロードコーン装飾シートの底部開口（１００４）から侵入するが、外に
抜けることができずにロードコーン装飾シート内に止まり、ロードコーン装飾シートを持
ちあげる方向に空気抵抗が働く。そのため、短時間で大量に被せることを実現するために
は、ロードコーン装飾シートをロードコーンに被せる時の空気抵抗を弱くする工夫が存在
することが望ましい。
【００３８】
ロードコーン装飾シートに空気を逃がすための空気穴が存在すれば、その空気穴から空気
が逃げるので被着がスムーズになる。
【００３９】
図１１は、空気を逃がすための空気穴が存在するロードコーン装飾シートを示す図である
。ロードコーン装飾シート（１１０１）は、頂部（１１０２）と底部（１１０３）を有し
ており、空気を逃がすための空気穴（１１０４）が存在している。
【００４０】
図１２は、空気を逃がすための空気穴が存在するロードコーン装飾シートを用いた場合の
空気の流れを矢印で示した図である。ロードコーン（１２０１）に対して頂部（１２０３
）に開口がないものの空気穴が存在するロードコーン装飾シート（１２０２）を被せる際
、空気は、ロードコーン装飾シートの底部開口（１２０４）から侵入するが、ロードコー
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ン装飾シートに設けられている空気穴（１２０５）から外に抜けるので、空気抵抗が弱く
なる。
【００４１】
また、ロードコーン装飾シートの頂部が開口であれば、頂部の開口部分から空気が逃げる
ので、被着がスムーズになる。
【００４２】
図１３は、頂部開口であるロードコーン装飾シートを用いた場合の空気の流れを矢印で示
した図である。ロードコーン（１３０１）に対して頂部（１３０３）が開口であるロード
コーン装飾シート（１３０２）を被せる際、空気は、ロードコーン装飾シートの底部開口
（１３０４）から侵入するが、ロードコーン装飾シートに設けられている頂部開口（１３
０３）から外に抜けるので、空気抵抗が弱くなる。
【００４３】
さらに、ロードコーン装飾シートは、風によって飛ばされないための工夫が施されている
ことが望ましい。
【００４４】
まず、ロードコーン自体が風に飛ばされないようにするために錘を置くという工夫が考え
られる。図１４は、錘を置いたロードコーンを示す図である。ロードコーン（１４０１）
に錘（１４０２）が置かれており、全体の重量が増していることで、ロードコーンが風等
で飛ばされにくくなる。
【００４５】
次に、ロードコーン装飾シートが風邪で飛ばされないようにするための工夫としては、ロ
ードコーン装飾シートが、前記の錘付きのロードコーンに被着した場合に錘の下部分に入
り込む構造を有することが挙げられる。具体的には、ロードコーン装飾シートの底部に切
れ目が入っていることにより、ロードコーン装飾シートが、前記の錘付きのロードコーン
に被着した場合に錘の下部分に入り込むことになる。図１５は、底部に切れ目が入ってい
るロードコーン装飾シートを示す図である。ロードコーン装飾シート（１５０１）は、頂
部（１５０２）及び底部（１５０３）を有し、底部に切れ目（１５０４）が施されている
。図１６は、底部に切れ目が入っているロードコーン装飾シートをロードコーンに被着し
て、錘を置いた場合の断面図である。ロードコーン装飾シート（１６０１）は、切れ目に
よって分かれた底部（１６０２）がロードコーン（１６０３）と錘（１６０４）の間に挟
まれている。こうすることにより、ロードコーン装飾シートが風などで飛ばされることを
防ぐことができる。
【００４６】
本実施例のロードコーン装飾シートにより、より被着をスムーズに行うことができ、短時
間で大量の被着をより一層実現することができる。
【符号の説明】
【００４７】
０１０１、０３０１、０４０１、０５０１、０６０１、１００２、１１０１、１２０２、
１３０２：ロードコーン装飾シート
０１０２、０４０２、０５０２、０６０２、１００３、１１０２、１２０３、１３０３：
頂部
０１０３、０４０３、０５０３、０６０３、１００４、１１０３、１２０４、１３０４：
底部
０１０４：折りたたみ線
０３０２：ロードコーン装飾シートで装飾されたロードコーン
０４０４、０５０４：下端縁のズレ
１１０４、１２０５：空気穴
１００１、１２０１、１３０１：ロードコーン
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